
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

メイアン

ジャンク

ロマネスク

バロック

19

陥穽

17

煉獄

10
おばけ

神様

謝罪

お茶会

拷問

「君は見てしまった。腕を掴まれ、無理矢理部屋に連れ込まれるお嬢様の姿を。 　あんなにも仲が良かった、親友のように親しかった彼女を。君は助ける事もできずに、ただジッと見ているだけ。 　一瞬だけ、彼女と目があった気がした。君はその場から動けない。まるで蛇に睨まれた蛙のように、足が地面に張り付いたかのようにピクリとも動かない。 　どれくらいの間、そうしていただろうか。やっとの事で足が動く。君は踵を返し、自室に戻った。 　そして、ベッドに顔をうずめて何度も謝罪の言葉を口にする。 　「ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい」何度謝っても返事は帰って来ない。 　ああ、お嬢様は今、どうなっているのだろうか。想像もしたくない。 　君は、私は、とても無力だ。」

「机に並ぶのは湯気が立つ暖かい紅茶。そして皿に並ぶ色とりどりの綺麗なお菓子。　君の目の前には優しく微笑む少女が座っている。彼女はカップを手に取り、紅茶を一口飲む。そして君の方を向いてニッコリと優しく微笑んだ。　「やっぱり、メイアンの淹れる紅茶は美味しいね」　彼女の笑顔を見てこちらまで嬉しくなる。頑張って作った甲斐があった。嗚呼、またあの頃のようにお茶会がしたい…」

「断末魔。君の耳をつんざくそれに名があるとするならそれが一番相応しい言葉だろう。　目の前である一人の男性が甚振られている。人を人とも思わぬその悪魔の所業に君は恐怖するだろう。　君は直感する。次は自分がああなる番だと。そして、男はついに動かなくなってしまった。　かつては一緒に仕事をし、時に励まし、時に励まされた彼の名を叫ぶが彼はもう返事をする事はない。　そして、大きな手が君の眼前に迫った。嗚呼、私の番が来てしまった…！！！」
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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レベル3改造パーツ取得

レベル３変異パーツ取得
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ぬいぐるみ：熊（ティバーズ）

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1
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